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（10項）左沢線営業所における早朝の当番、呼び出しに関して明確化すること。 

（回答）今後の降積雪状況等を踏まえ必要な除雪は実施していく考えである。 

【主な議論】 

・（全体的に）対策本部において個別判断をし、支社（20名）からも補完している。冬期に関しては予め、体制は組

みやすい為、組んでいる。昨冬の降積雪の状況から事前協議の件数は増えている。 

→左沢線営業所の良い体制として、みんなで守る意識がる。その為に休める時は休む、一部の方に偏らないよう

に、今後を見据えて、明確化を求めました。 

 

〈小牛田支部関係〉 

（11項）この間の議論経過も踏まえて、暖房予熱に関して、改善すること。  

（回答）現行どおりの取り扱いとなる。 

【主な議論】 

・石巻駅 2622Dに関しては、点呼時刻から発車時刻（6：51）まで 1時間以上ある為、時間確保している認識であ

る。また、騒音対策として、回送 642Dは 4両編成の為、下り 1番線に入れるとホームから出てしまうので行わな

い。 

・小牛田運輸区構内の暖房予熱列車（DC）に関しては、運転士・検修等の作業ダイヤや回送・入換・転線等、実情

を踏まえて、指定する列車・しない列車を決めている。残油量・給油に関しても見ている。 

→お客さまの声や職場検証を踏まえて、検討は求めました。 

 

（12項）回５６５０Ｄ小牛田上 2番乗継を解消すること。  

（回答）ダイヤの設定にあたっては、お客さまのご利用状況や効率的な車両運用等を勘案し設定しているところであ

る。 

【主な議論】 

・ホーム無しの箇所で乗り継ぐことを良いとは認識していない。が、現行のダイヤ設定では、現行がベストであると認

識している。タイミングがあれば、見直せなくはない。 

 

（13項）陸羽東線・石巻線の無人駅ホーム除雪体制を構築すること。 

（回答）降積雪状況等を踏まえ必要な除雪は実施していく考えである。 

【主な議論】 

・昨年は小牛田駅の管理助役（古川地区センター所属、小牛田駅在勤）が小牛田駅周辺の除雪を行っていた。 

 今年は、地区体制の見直しがあり、地区センターの体制も変更している為、柔軟な対応ができる。 

・仙台地区センター小牛田派出に体制は集約されているので、そこからの発動で除雪体制を取れる。本区（仙台地

区センター）からの配置もできるようになった。 

・昨年は、小牛田駅長の発動で 20回除雪を行っている。 

・体制変更により、過重労働の分散もできる。昨年までは、除雪に関して空白箇所が多かったところに体制は厚くな

っている。←検証課題として今後とも議論していきます。 

以上 


